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山
古
志
支
所
を
視
察

　
去
る
９
月
29
日（
火
）、
平
成
16
年
10
月
、
新
潟
中
越
地
震
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
、
そ
の
後
、
復
興
を
と
げ
た
長
岡
市
山
古
志
地
域
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

研
修
報
告

長岡市(旧山古志村)の概要

【人　口】　１，３６０人

　　　　　（災害発生時２,１６７人）

【世帯数】　４９３世帯

　　　　　（災害発生時６９０世帯）

【面　積】　３９. ８３km

　　　　　（長岡市全体８４０.８８km ）
（川がせき止められ水没した家屋）

　
山
古
志
地
域
は
、
新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
自
然
豊
か
な
山
間
の
丘

陵
地
で
、
錦
鯉
の
養
殖
や
山
の
斜
面
を
切
り
開
い
て
作
っ
た
棚
田
、「
牛
の
角
突

き
」と
呼
ば
れ
る
闘
牛
な
ど
で
、
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
16
年
10
月
23
日
、

震
度
６
強
と
い
う
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
家
、
牛
舎
の
崩
壊
、
田
・
畑
の
崩
落
、

道
路
の
寸
断
、
電
話
線
が
切

断
さ
れ
、
陸
の
孤
島
と
な
り
、

25
日
に
は
、
全
住
民
が
自
衛

隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
避

難
し
、
避
難
所
・
仮
設
住
宅

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が

そ
の
後
、
幾
多
の
困
難
、
苦

労
を
乗
り
越
え
、
復
興
、
再

建
を
進
め
、
平
成
19
年
12
月

仮
設
住
宅
を
退
去
す
る
に
至

っ
た
。

　
震
災
か
ら
５
年
が
た
ち
、

所
々
の
山
に
地
す
べ
り
の
跡

が
見
ら
れ
た
ぐ
ら
い
で
、
ほ

と
ん
ど
復
興
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
災
害
時
、
水
没
し
た

家
屋
が
現
在
も
そ
の
ま
ま
残

っ
て
お
り
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に
至

る
ま
で
の
、
行
政
、
住
民
の
苦
労
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
い
つ
大
地
震

が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
普
段

の
生
活
か
ら
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

る
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
、

隣
近
所
、
自
治
会
等
の
互
い
の
支
え

合
い
、
助
け
合
い
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
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長
野
県
長
和
町
を
視
察

　
去
る
10
月
６
日
、
よ
り
新
し
い
医
療
助
成
制
度
の
確
立
と
委
員
各
位
の
資
質

の
向
上
に
質
す
る
た
め
、
長
野
県
長
和
町
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

【人　口】　７，２４８人

【世帯数】　２，６９７世帯

【面　積】　１８３．９５km

【65歳以上】　２，３５９人

【高齢化率】　３２．５％

平成17年10月１日

旧長門町と旧和田町が合併し、誕生した。

長和町の概要

　
長
和
町
は
、
合
併
以
前
よ
り
、
２
歳
未
満
児
を
対
象
と
し
、
医
療
助
成
制
度

を
施
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
平
成
20
年
12
月
17
日
、「
あ
っ
た
か
子
育

て
長
和
の
会
」に
よ
り
、
中
学
校
卒
業
ま
で
対
象
年
齢
を
引
上
げ
て
ほ
し
い
と
要

望
が
あ
り
、
町
と
し
て
も
、
町
長
・
担
当
課
・
財
政
担
当
課
等
と
協
議
し
、
会

の
代
表
者
と
懇
談
会
を
開
催
し
、
協
議
を
幾
度
と
な
く
重
ね
た
結
果
、
要
望
の

引
上
げ
よ
り
も
さ
ら
に
高
校
卒
業
ま
で
と
拡
充
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
制
度
拡
充
決
定
後
、
町
で
は
、

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
や

医
療
機
関
と
協
議
し
、
レ
セ
プ
ト

１
枚
、
３
０
０
円
を
自
己
負
担
と

し
、
給
付
額
は
、
実
際
に
掛
か
っ

た
医
療
費
か
ら
付
加
給
付
や
高
額

療
養
費
・
自
己
負
担
３
０
０
円
を

控
除
し
た
金
額
で
給
付
す
る
こ
と

に
決
定
と
な
り
、
そ
の
他
に
も
７

６
０
０
円
を
上
限
と
す
る
高
校
生

通
学
費
補
助
、
出
生
祝
金
、
冬
季

期
間
に
限
り
、
福
祉
灯
油
助
成
券

と
し
て
５ 

０
０
０
円
分
を
配
布
、

腎
臓
機
能
障
害
及
び
特
定
疾
患
治

療
通
院
費
補
助
を
、
低
所
得
者
・

障
害
者
に
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
長
和
町
は
、「
健
康
を
保
ち
、
家
庭

を
明
る
く
、安
ら
ぎ
の
あ
る
町
を
つ

く
り
ま
す
」を
目
指
し
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
単
独
事
業
と
し

て
医
療
助
成
制
度
は
あ
り
ま
す
が
、

他
市
町
村
の
類
似
し
た
制
度
を
研
修

し
、
な
お
、
一
層
の
制
度
充
実
を
図

る
上
で
は
、
大
変
参
考
と
な
り
、
今

後
の
福
祉
・
医
療
制
度
の
あ
り
方
な

ど
の
資
質
の
向
上
と
な
り
う
る
研
修

と
な
り
ま
し
た
。


